
平成20年度科学技術関係施策  

および重点事項について（案）  

平成19年7月30日   

厚生労働省   



厚生労働省の科学技術研究の推進の基本的考え方   



軍嘩20年度の科学技術関係施策の新たな動向について  

●2025年までを見据えた20年にわたる長期戦略  
●「社会システム」と「科学技術」の一体的戦略  

●世界のリーターの一員としての戦略  

草炭の厳密力   

例）子どもの心身の健やかな育ちを社会が継続的に支えるための研究  

皮膚■の慮疲力   

例）乳がん検診の有効性に関する研究  

磨欄力  

例）がんの種患率及び死亡率の激減を目指すトランスレーショナルリサーチ  

働力   

例）高齢者に特撒的な疾病・障害の予防、診断及び治療並びにリハビリテ  
ーションについての研究  

メタニポルタシシ僻鵬A磨凝カ、ごご磨の点綴力舶慮厨力等   

式戯渚棚方  

棚方 等   

○研究資金の集中投入  

○ベンチャー企業育成等  

○歯床研究・治験環境の整備  

0アジアとの連携  
○審査の迅速化・質の向上  

○イノベーションの適切な評価  

○官民対話  
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平成20年度の科学技術関係施策を痛まえた厚生労働省の取り組み  

イノベーション25の技術革新戦略の推進  

社会遭元を加速するプロジェクトの推進  

例）・失われた人体機能を補助t再生する医療の実現  

・高齢者・有病者・障害者への先進的な在宅医療・介護の実現  

分野別の戦略的な研究開発の推進  

側卜治験を含む新規医療開発型の臨床研究  
・生活環境・習慣と遺伝の相互間係に基づいた疾患解明及び予防から創薬まで  

の研究開発  

新健康フロンティア戦略を支える科学技術  

人間活動能力拡張力  

例）■福祉機器など障害者の社会参加を容易にする技術等、生活拡弓最技術の開発  

○イノベーション25  

0新健康フロンティア  

05カ年戦略等  

に基づき施策を推進  

研究開発力  

例）・医薬等ベンチヤ…・基盤産業支援対策、実用化における臨床現場と産学の融合推進  

5か年戦略による医薬品・医療機器間発  

医薬品・医療機拳の開発基盤研究への集中投入  

例）・臨床研究・実用化研究   

－がん・精神神経疾患・難病等の重大／希少疾病   

・新たな技術（テ疇ラ陶メイド医療、再生医療等）  

生穂働科学嘲電  

恕推進録研究成業魯  

社会・国民に遺元   
国内の橋渡し研究・  

臨抹研究体制の亜備  
再生医療の推進  ベンチャー企業の  

育成  
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「平成20年度の科学技術に関する予算等の資源配分  

の方針」を踏まえた厚生労働省の取組み  

戦略重点科学技術に該当する科学技術の推進  
・厚労省の各事業と戦略重点科学技術との関係を明確化し、資源の重   
点配分等を目指す  

・連携施策群を通じた各省連携の推進及び僻轍図作成への貢献  

＜戦時重点科学技術の例＞  

（ラ儲閻あ橋濱↓研究  
一様的治療等の革新的がん医療技術   

・新興・再興感染症克服科学技術   

・国際競争力を向上させる安全な食料の生産・供給科学技術  

高水準のライフサイエンス基盤整備   
（囁鹿碁節  
・新規の物質・技術に対する予見的リスク評価管理  

（ナノテク・材料分野）   

・超早期診断と低侵♯治療の実現と一体化を目指す先端的  

ナノバイオ・医療技術  

分野別推進機暗に対するフォローアップ  

・分野別推進戦略に設定された研究開発目標や成果目標との関係につ   

き、H20年度概算要求前評価で確認  

社会還元加速プロジェクトの推進   

一失われた人体機能を補助・再生する医療の実現  

・高齢者・有病者・障害者への先進的な在宅医療・介護の実現  

科学技術外交の強化  

・人の生命・健康の維持等の課題に対する科学技術協力の強化  

・科学技術協力ネットワークの強化  

制度に関する検討   
競争的研究資金制度への取組み  

・研究資金WG報告書を踏まえたFA化の検討  

・不正経理への対応  

・早期執行の取り組み 等   




